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「新たな評価」制度への向き合い方

７つのポイント 
「新たな評価」制度にどう向き合うのか。従来の認証評価制度との違いを
ふまえ、重要ポイントを７つに整理した。参考にされたい。

Between No.321

6年に1度の「イベント」「対応」にとどまって
いては、質保証止まりで、質向上は望めな
い。自学の教育力を高め、それを公表するた
めの機会として「活用」したい。

これまでの「適合／不適合」だけの評価では
なく、同じ「適合」の中でも教育力によって差
がつくことになる。自学の教育力を確認し、向
上させるために★3つをめざそう。

社会における「大学不要論」も根強い中、存
在価値を示すには受け入れた学生を成長さ
せるしかないだろう。その先にこそ、自学の経
営存続がある。

本部だけでも対応できた機関別評価と違い、
各学部が評価の主体に。本部が伴走して進
めたい。学生を成長させる主体は学部であ
り、教育力を可視化できるのも学部しかない。

教育の質向上の主体はあくまで各学部の教
員。そこに職員の専門性が加わることで、実
質性・継続性のある学部教育が実現する。

一つ一つの科目の改善ではなく、DPを達成
するためのカリキュラムの視点が重要だ。そ
のためには養成する人材像やＤＰ、カリキュラ
ム、開講科目などを見直したい。

★３つを獲得すれば教育力の高さの証として
学生募集の強力な武器に。認証評価結果を
募集広報に使う大学はこれまでほぼなかった
が、「新たな評価」結果は積極的に使いたい。
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